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京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
チ
京
都
哲
學
會
ト
稽
ス

第
二
條
　
本
四
ハ
廣
義
二
於
ケ
〃
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
　
本
門
ハ
前
條
ノ
目
的
チ
七
竈
ン
が
爲
メ
左
ノ
審
業
チ
行
フ

．
、
　
一
、
毎
月
　
圃
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
春
秋
二
回
公
開
講
演
愈
チ
閉
〃

　
　
一
、
毎
月
一
囮
維
誌
『
哲
學
研
究
』
テ
獲
行
ス

第
四
條
　
本
會
銀
務
駈
チ
京
都
帝
國
大
回
丈
學
部
内
二
置
ク

第
五
條
　
本
會
ノ
事
業
チ
経
管
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
〃

　
　
山
、
委
員
（
若
干
名
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京
都
帝
工
大
學
丈
學
部
哲
學
科
敏
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及
婁
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
二
充
ン

　
　
一
、
識
叫
部
弛
（
一
名
）
髄
帆
員
唱
會
工
於
テ
囑
蹄
駝
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
會
貞
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
翻
弊
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
囲
彊
ハ
其
脳
艦
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
ト
チ
得

第
七
條
…
　
會
員
ハ
A
樹
肌
筑
ト
シ
テ
年
四
一
脳
四
拾
山
鱒
閉
、
　
前
茄
恢
一
一
纐
酬
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
入
條
會
員
曇
勝
會
ノ
諸
種
ノ
會
三
二
出
席
ス
ル
コ
｝
チ
得
且
ソ
雑
誌
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
則
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
軍
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

書
記

文
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
簿
士

文
學
士

玉
湯
薄
士

丈
學
博
士

丈
墨
一
士

文
雛
博
士

文
學
藍

瓶
學
士

交
學
樽
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
簿
士

文
學
博
士

丈
學
士
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轄質

{
研
一
究
　
　
餓
工
ハ
拾
擁
聯

う
に
考
へ
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
」

　
さ
わ
れ
周
到
な
る
用
意
、
透
徹
ぜ
ろ
三
韓
に
加
ふ
ろ
に
諸
富
な
ろ
語
誌
力

の
も
定
に
全
巻
左
の
’
一
例
に
冒
兄
る
ご
虐
吾
・
原
訟
楓
た
傳
へ
つ
」
も
課
書
に
有
切
’

勝
の
要
諦
晦
澁
の
遡
為
紹
ち
評
者
を
し
て
文
字
よ
リ
受
く
ろ
制
約
の
苦
痛
な

威
心
ぜ
し
め
ざ
ろ
鄙
丈
に
、
附
録
ぐ
」
し
て
添
へ
ら
れ
・
六
ろ
興
昧
あ
る
年
謙
順
亡
定

も
に
、
哲
學
者
卜
し
て
多
く
の
反
封
書
孤
濁
マ
」
の
裡
に
あ
り
つ
・
も
爾
「
私

自
鍔
の
満
足
の
爲
に
に
私
に
王
冠
た
鋏
く
よ
り
も
憲
ろ
己
が
暗
問
の
主
ε
な

り
糞
い
」
（
四
三
〇
頁
附
錐
年
譜
）
ビ
叫
び
つ
、
讃
書
書
思
索
定
に
沈
潜
し
六

ミ
い
ふ
百
五
十
年
前
の
原
著
者
の
思
想
な
ば
、
躍
如
ε
し
て
表
現
す
る
に
慧

憾
な
壱
も
の
で
あ
り
、
學
士
の
所
期
の
略
々
藩
成
ゼ
ら
れ
六
こ
書
為
確
信
す

協
ビ
同
時
に
此
難
事
業
が
索
…
噌
引
迄
具
へ
て
出
沌
全
に
我
愚
弄
界
に
提
供
ぜ
ら
れ
．

六
こ
ミ
に
青
し
う
繰
り
返
し
自
分
に
夏
心
よ
り
感
謝
し
多
糖
す
ろ
も
の
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あ

る
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2
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。
。
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三
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毛
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茸
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σ
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8
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9
夢
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。
・
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8
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。
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9
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養
≦
戸
ヨ
8
霞
戸
o
o
ロ
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鴛
舞
島
o
z
o
3

　
（
離
ヨ
〇
三
門
一
。
3
鶏
負
げ
。
o
蕊
M
ω
8
g
げ
ω
裁
濠
プ
　
言
三
汁
な
ぜ
§
自
び
q
村
9
＜

　
戸
弓
。
昌
ま
諺
宅
㊦
ρ
角
く
暮
。
Φ
ぎ
。
・
需
。
乱
暮
団
g
騒
窪
H
勾
陣
H
2
聡
】
ポ
ぎ
ぐ
冨
σ
q

　
謹
p
昌
島
。
呂
q
9
吋
2
σ
q
智
⇒
H
姦
図
ぽ
窪
ざ
舞
。
言
謡
窒
9
ぞ
。
訪
剛
廷
。
舞
。
。
9
く
。
ω

　
甘
4
三
6
旨
話
。
二
・
o
『
ρ
o
目
乱
二
〇
｝
二
。
・
詔
。
話
P
ω
欝
負
9
ヨ
ヨ
9
8
お
ぎ
羅
μ

　
乙
c
o
o
冥
…
9
。
。
田
．

　
（
右
識
丈
）
偏
見
や
感
官
の
談
謬
が
四
方
入
方
か
ら
私
共
の
眼
箭
に
現
れ
う

そ
し
て
此
れ
等
の
偏
見
や
．
誤
謬
た
理
姓
の
力
で
訂
正
し
よ
う
定
努
力
す
ろ
や

私
共
に
、
知
ら
す
識
ら
す
、
奇
怪
な
魁
理
や
姻
難
や
惇
理
に
、
私
典
が
思
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
入

な
進
め
て
行
く
に
つ
れ
愈
々
櫓
大
生
長
し
て
私
共
に
迫
り
、
ミ
ダ
の
つ
ま
り
、

私
共
に
多
く
の
込
み
入
っ
た
迷
路
な
彷
幽
し
力
上
句
の
暴
に
、
自
分
が
依
然

ビ
し
て
呉
下
の
奮
阿
蒙
で
あ
る
の
た
側
見
す
る
。
否
そ
れ
の
み
か
に
、
更
に

悪
く
な
っ
て
匡
、
救
ふ
に
滑
…
な
告
懐
疑
論
の
中
に
陪
っ
て
了
ふ
。
（
羅
書
七
一

入
頁
）
東
京
、
大
村
書
店
実
行
。
（
河
瀬
憲
次
）
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誌
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警
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群
護
ル
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下
町
．
伽
チ
諜
東
評
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活
准
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ぞ
や

麟
學
的
理
想
實
窺
新
演

　
哲
學
雑
誌
　
丁
酉
倫
理
講
演
集

佛
歎
大
比
良
僧
講
義
　
學
校
敏
育

界
　
教
育
研
究
’
敏
育
時
論

敦
育
　
長
日
縣
累
物
1
3
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誌

鞍
ン
㎡
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ン
｝
署

河
本
金
十
自
著
　
東
京
　
自

　
　
　
爽
京
敏
育

鹿
児
島
教
育

書
店

在
誰

心
理
研
究
　
六
合
雑
誌
　
　
丈
化
蓮
鋤

内
外
敏
育
評
論
　
敏
育
學
衛
界
　
敷
育

　
　
　
土
野
敏
育
　
岐
阜
敏
育
　
三
電

　
山
形
縣
働
育
　
三
雲
公
論
　
佛
敏
學
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造
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瓦
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…
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…
三
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…
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搬
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脅

會出m債定

｝
、
本
會
へ
入
會
希
認
ノ
方
ハ
直
接
本
會
宛
テ
ニ
御
申
込
最
下
度
四

一
、
月
一
ニ
シ
テ
韓
居
セ
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
直
チ
ニ
食
塊
御
報
知
柵
下

　
度
候

一
、
會
費
ハ
振
替
ロ
座
大
阪
謬
〇
六
六
盤
番
，
．
京
都
哲
學
會
宛
テ
ニ

　
御
講
込
被
下
府
三

一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
麺
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
交
換
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
嚢
途
被
下
痩
候

　　

@　

@　

@　

ﾅ都

ｿ
幽
大
瞬
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
盤
〇
六
六
丁
番

　
一

六
　
　
　
班
．

・
十
　
ご

　
、
薮
　
　
定

　
　
珊
一
端
　
四
　
捨
　
鍍

（
前
金
）
［
金
工
圓
煎
拾
銭

（
前
金
と
金
四
圓
四
拾
銭
「

債
　
一
郵

　
　
金　
　
　
　
壼
　
　
銭

［
不
　
　
申
　
　
受

レ
不
旨
目
圃
一
受

廣
告
斜
一
一
頁
　
金
威
捨
圓

宇
頁
ハ
取
扱
不
二

註文規定

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
に
関
す
る
件
ぱ
内

　
外
出
版
糠
式
引
回
へ
御
申
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
玉
隙
の
一
肩
丈
に
す
べ
て
代
金
郵
税
丑
ハ
前
金
に
て
御
敬
送
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
三
金
ほ
（
振
替
大
阪
三
二
九
豆
五
番
）
内
外
出
版

　
橡
式
會
拝
聴
に
願
上
長

◎
前
金
切
れ
の
場
合
に
帯
封
に
「
葡
金
切
こ
の
印
章
押
捺
致
す
べ
・
き
に

　
付
禽
に
御
下
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
場
合
採
金
塗
拾
銭
御
逡
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
舗
求
書
及
領
牧
書
置
な
要
で
る
二
合
に
郵
雰
塗
銭
御
逡
付
下

　
さ
れ
度
候

v　vv

大
正
十
年
二
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

大
正
十
年
三
月
　
一
　
E
装
　
　
行

編
輯
者

製複詐不

仁簿禁

右
代
表
者

獲
行
者

印
刷
七

二
転
所

篁
ハ
＋
號
讐
嘉

京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
嚴
方
夫

舞須大
恥糖驚谷
ホ　　ホ　　　ほロ
鱗糊魂仁
鷺愈難丘志・丘
あゆけノへ　　　　ノへ
土工衛士論

登
行
北
斗
榔
跣
縮
離
内
外
巨
魁
株
式
上
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
据
替
U
座
欠
目
三
二
九
五
五
沓

雛
塞
買
元
棘
繍
肺
戴
龍
難
　
鞭
艦
惰
禰
洒
内
外
禺
版
株
式
曾
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
据
替
U
座
穴
阪
三
二
九
五
五
脊

壷
配
所

（
東
京
）

上
田
屋
、

（
棘
戸
）

（
京
都
）

東
京
堂
、

（
大
阪
）

寳
鉄
鎚
、

三
盛
肚

東
海
堂
、
北
隆
館
、

盛
文
館
、
三
文
肚

川
瀬
書
店



佛
教
大
學
教
授
梅
原
置
ハ
隆
「
い
先
生
著

第三版
内容

総
鯨
騨
　
：

輪
騨
騨
一
：

△
生
活
鰹
…
…
…
・

…
…
羅
封
是
認
…
…

、
…
：
演
佛
解
放
…
…

　
・
…
凡
夫
直
入
…
…

…
…
南
無
露
命
：
：
…

　
…
：
謄
瞼
塞
調
：
：
…

…
…
…
無
鵬
恩
義
…
：
…

…
…
…
立
撮
帥
行
…
…
：
：
…

・
…
…
黒
衣
象
徴
…
…
…
…
…

…
…
：
恭
敬
随
二
一
…
…
…
・
…

…
…
：
無
碍
滋
味
：
…
…
…
：
舶
雛
即
…
　
一

愚
禿
髄
瞼
…
…
－

：
他
力
廻
向
：

：
功
徳
荘
嚴
　
　
…

四
六
判
一
一
表
装

紙
数
二
⊥
ハ
○
除
百
バ

天
金
美
本
函
入

定
便
萱
購
入
拾
銭

邊
料
拾
武
銭

親
鶯
聖
人
に
よ
り
て
、
眞
宗
の
大
遣
は
開
立
せ
ら
れ
だ
り
、
浮
土
眞
宗
こ
れ
な
り
、
覆
土
興
宗
に
露
す
る
も
の

す
で
に
膨
し
く
、
墨
壷
繰
入
を
幕
ふ
の
も
愈
多
か
ら
ん
ご
す
、
こ
、
に
斯
て
か
適
切
に
眞
宗
の
精
…
要
を
領
解
せ

し
め
る
近
代
的
指
針
な
か
る
べ
か
ら
す
、
か
く
て
本
書
は
公
刊
せ
ら
れ
た
り
、
本
書
牧
む
る
ビ
こ
ろ
五
篇
、
第

一
の
眞
宗
篇
は
浮
熔
融
宗
の
本
質
を
的
示
し
、
第
二
の
本
尊
篇
は
阿
彌
陀
を
讃
嘆
し
つ
、
救
濟
の
佛
力
を
仰
ぎ
、

第
三
の
認
師
号
は
愚
禿
親
鶯
に
直
参
し
て
凡
人
の
救
濟
を
慶
ぶ
、
第
四
の
仰
孤
塁
は
佛
斉
一
禮
の
妙
諦
に
ふ
れ
、

第
五
の
生
活
篇
は
現
實
随
順
の
開
展
を
示
す
。
全
恐
す
べ
て
禮
験
の
表
自
に
し
て
、
洗
練
せ
ら
れ
し
表
現
ε
意

味
ふ
か
き
羅
明
は
ま
さ
に
現
代
の
要
求
を
充
π
す
揮
．
く
、
修
滋
者
の
心
絃
に
土
市
鳴
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
内
各
書
林
】
　
⑧
丸
善
本
支
店
　
⑧
東
京
　
有
斐
閣
、
東
京
堂
、
束
海
堂
、
森
江
書
店
、

　
　
　
叢
三
所

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
名
古
屋
　
川
漱
書
店
　
④
大
阪
　
盛
文
理
、
颪
膏
赴
、
⑳
聯
戸
　
川
瀬
呂
逸
堂
　
蜜
丈
舘

肇一締党雀羅會旧株版幽霊内評留
所張出亭亭駈本地番十町賀加匿橋京市京東

大
正
五
年
四
月
六
日
第
三
繰
郵
便
物
認
可
　
大
正
十
年
二
月
二
十
七
日
印
構
納
本
（
毎
月
川
棚
川
目
獲
行
）


